
ホ
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六

O

陽
廓
跡
事
録
に
、
亡
究
明
行
忠
紳
遣
の
僻
は
伊
勢
外
一
よ
し
。
是
は
常
の
母
衣
よ
り
大
き
な
り
。
い
き
ほ
ひ
一
年
京
都
本
能
寺
日
承
の
弟
子
提
滞
院
日
得
の
創
立
に

宮
之
社
司
出
口
信
濃
守
貰
佳
之
俸
也
と
い
ひ
、
湯
浅
一
の
震
な
り
と
い
ふ
。
今
母
衣
町
は
右
之
足
純
在
之
腕
一
係
る
。

施
臓
の
諸
に
、
初
心
抄
一

mmは
嫡
行
忠
の
抑
初
で
あ
る
ご
と
い
ひ
僻
ふ
。
』
と
あ
る
。
こ
L
に
母
衣
町
に
そ
れ
ら
一
ホ
ン
エ
ン
ジ
本
延
寺
鹿
島
郡
小
島
に
在
っ
て
、

行
忠
兵
壌
に
隷
し
く
、
矢
部
七
左
衛
門
は
覚
保
ご
年
一
の
足
鞠
が
開
た
と
す
る
の
は
認
で
、
博
伽
雑
談
に
は
、
一
日
諮
宗
に
臨
す
る
。
文
明
元
年
日
賢
の
閉
山
で
あ
る
。

の
出
生
で
あ
っ
た
が
、
舵
年
の
頃
就
い
て
武
道
の
心
一
『
母
衣
足
騒
と
い
ふ
者
百
人
在
之
。
知
行
三
千
石
被
一
ホ
ン
ガ
ク
イ
ン
本
揺
院
七
日
市
務
主
第
七
代

得
を
諦
閲
し
た
と
あ
る
。
一
下
関
口
。
今
の
五
十
人
町
そ
の
組
地
な
る
よ
し
古
人
の
一
前
田
利
簡
の
法
説
。
詳
し
く
は
本
提
院
廓
然
玄
性
大

ホ

日

ヨ

シ

カ

ツ

据

善

勝

叉

義

勝

に

作

る

。

逝

一

噛

也

。

』

と

あ

る

。

一

一

騎

士

。

稿
作
兵
衛
。
前
凶
利
常
の
時
御
歩
と
な
り
、
百
石
を
一
ホ
ロ
カ
チ
母
衣
歩
士
岡
本
陸
雲
の
末
森
記
に
、
一
ホ
ン
ガ
タ
ジ
本
箆
寺
金
稼
六
斗
林
に
在
っ
て
、

受
け
、
御
械
白
人
持
組
永
原
大
政
に
織
し
た
。
嘗
て
一
前
凶
利
家
の
末
森
に
後
詰
し
た
時
、
牢

m宇
兵
衛
が
一
日
活
宗
に
屈
し
、
本
門
山
と
脱
す
る
σ
陵
長
十
九
年

城
中
に
能
祭
の
あ
っ
た
時
、
大
感
は
輿
に
采
じ
て
管
一
一
番
鑓
を
な
し
て
深
手
を
長
う
た
功
に
よ
り
、
千
石
一
本
法
院
日
照
を
閉
山
と
し
、
三
輪
志
摩
長
好
の
立
て

城
し
、
小
々
一
将
某
之
に
次
い
だ
が
、
そ
の
小
々
一
締
の
一
を
加
増
し
、
歩
母
衣
十
五
人
を
奥
力
と
し
て
附
随
せ
.
一
た
所
と
い
ひ
、
元
和
一
一
年
日
照
が
上
格
し
て
頂
戴
し

若
識
が
、
大
mm
の
年
若
き
を
磁
調
し
、
之
を
迫
越
し
一
し
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
叉
元
総
十
四
年
の
調
書
に
、
一
た
給
凶
日
を
存
す
る
。
一
一
説
に
笛
寺
は
長
好
が
妙
満

て
先
行
せ
し
め
ん
と
し
た
。
普
勝
乃
ち
償
り
、
若
常
一
紫
野
甚
内
と
い
ふ
者
が
利
家
時
代
に
母
衣
歩
士
で
百
一
寺
日
経
の
震
に
建
立
し
た
と
も
い
ふ
。
然
ら
ば
日
綬

の
商
・
そ
撲
っ
て
懲
ら
し
た
の
で
、
若
熊
は
翌
日
替
勝
一
二
十
石
-P
一
賜
は
っ
た
と
あ
り
、
博
伽
競
議
に
、
慶
長
一
が
幕
府
の
罪
を
m
似
て
潜
隠
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
表
面

の
家
に
辛
一
り
替
を
加
へ
ん
と
し
た
が
、
衆
に
妨
げ
ら
一
六
年
か
ら
十
年
頃
ま
で
、
御
歩
母
衣
衆
の
頭
は
今
井
一
に
そ
の
名
を
現
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ

れ
て
果
さ
な
か
っ
た
。
後
利
常
之
を
聞
き
、
若
裁
の
一
左
太
夫
・
中
村
粥
五
左
衛
門
・
宮
崎
脱
人
で
、
各
組
十
一
ぬ
。

非
行
を
憎
ん
で
死
を
賜
う
た
箆
、
普
勝
は
大
に
感
滋
一
人
宛
あ
り
、
そ
の
左
太
夫
組
は
知
行
四
十
七
石
か
ら
一
ホ
ン
ガ
タ
ジ
本
箆
寺
能
美
郡
"
小
松
寺
町
に
在

し
、
高
治
元
年
利
常
の
施
じ
た
時
自
宅
に
於
い
て
殉
一
三
十
七
石
一
北
斗
ま
で
ど
あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
大
坂
御
一
っ
て
、
提
宗
東
祇
に
臨
す
る
。
初
め
越
前
和
問
郷
西

死
し
た
。
子
孫
樹
織
い
だ
が
、
百
.
代
海
角
逐
電
し
て
一
陣
に
は
三
十
六
人
ご
組
で
頭
も
ご
人
あ
り
、
自
幌
を
一
方
村
に
在
っ
た
か
ら
、
和
聞
の
本
提
寺
と
稿
せ
ら
れ

揃
へ
ら
れ
、
箆
暦
九
年
三
局
獄
死
し
て
断
絶
し
た
0

・
一
掛
け
、
御
歩
に
先
行
し
て
威
を
示
し
た
と
あ
る
。
次
一
る
。
永
正
三
年
入
居
加
賀
の
本
願
寺
門
徒
越
前
の
朝

ホ
リ
ヨ
ハ
チ
ロ
ウ
据
奥
八
郎
初
め
佐
々
成
政
一
い
で
高
治
三
年
三
周
の
法
令
に
、
『
御
歩
者
・
母
衣
者
・
一
倉
氏
を
攻
め
た
時
、
本
銀
寺
の
漣
光
は
共
に
活
動
し

に
仕
へ
、
末
森
肢
の
先
手
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
。
一
御
技
持
方
取
跡
目
公
儀
に
も
不
被
下
候
閥
、
向
後
御
一
た
が
、
敗
北
の
後
加
賀
に
留
り
、
天
文
の
頃
に
は
延

後
前
回
利
家
に
臣
事
し
、
茨
百
石
を
領
し
、
関
東
陣
一
家
中
も
被
仰
付
間
取
候
。
』
と
あ
っ
て
、
一
代
奉
公
と
一
暦
寺
領
藤
塚
の
内
河
原
の
地
を
掠
奪
す
る
ほ
ど
の
勢

の
時
入
王
子
攻
療
に
討
死
し
た
。
そ
の
子
は
大
坂
陣
一
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
後
は
そ
の
名
群
が
見
え
ぬ
。
母
一
カ
が
あ
っ
た
。
陵
長
七
年
に
緊
っ
て
寺
を
石
川
郁
楽

に
討
死
し
た
久
右
衛
円
で
あ
る
。
子
孫
悦
々
務
に
仕
一
衣
歩
の
住
地
は
後
の
母
衣
町
で
あ
る
。
一
聞
に
建
て
、
九
年
今
の
地
に
移
っ
た
。

へ

る

。
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ろ

鼻

鹿

島

郡

能
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島

一

ホ

ン

ガ

タ

ジ

本

園

児

寺

河

北

部

種

に

在

っ

て

、

ホ
ル
ト
マ
ン
明
治
入
年
八
月
石
川
勝
病
院
は
創
一
な
る

m尻
部
務
か
ら
北
方
の
岬
。
一
岡
県
宗
東
祇
に
回
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

設
せ
ら
れ
、
問
月
開
瞥
ホ
ル
ト
マ

γ
を
迎
へ
て
留
長
一
ホ
ロ
マ
チ
母
衣
町
金
調
仰
の
町
名
。
洩
野
川
橋
一
治
十
一
一
年
七
周
寺
駿
の
公
都
を
許
さ
れ
た
。

た
ら
し
め
た
。
後
在
任
三
年
徐
に
し
て
間
十
ご
年
邸
一
下
一
文
橋
〈
今
中
の
橋
〉
・
遜
か
ら
下
流
左
岸
の
町
名
で
一
ホ
ン
ガ
タ
ジ
本
箆
寺
鳳
軍
部
粟
臓
に
在
っ
て
、

倒
し
た
。
一
あ
る
。
滞
初
の
頃
、
母
衣
衆
と
縛
す
る
歩
士
が
あ
っ
一
回
拠
出
訳
東
祇
に
臨
す
る
。
こ
の
地
、
も
と
川
西
の
飛
地

ホ
ロ
ア
シ
ガ
ル
母
衣
足
軽
視
見
摘
潟
に
、
『
盤
一
て
、
そ
の
邸
地
が
こ
与
に
あ
っ
た
と
い
よ
。
一
で
あ
っ
た
。

家
F
加
賀
務
〉
に
て
母
衣
衆
は
、
横
目
白
、
小
々
締
赤
、
一
ホ
ン
イ
ン
タ
本
因
寺
金
棒
野
出
寺
町
に
在
つ
一
ホ
ン
ガ
タ
ポ
ウ
本
田
抱
坊
期
羽
咋
郡
溺
谷
に
在
り
、

使
番
賞
赤
段
々
。
巴
前
は
足
聴
の
母
衣
を
滋
め
申
す
一
て
、
奥
富
山
と
蹴
し
、
日
蓮
宗
に
臆
す
る
。
元
利
元
一
日
蓮
宗
妙
成
寺
の
塔
頭
で
、
天
正
六
年
本
血
児
院
日
慾

国

-
浦
・
赤
住
・
江
野
・
宋
音
・
大
念
寺
・
大
念
寺
新
・
長
課
・

大
島
・
稿
野
・
松
戸
・
町
・
安
部
屋
・
田
原
・
大
儒
・
米
町
・

小
室
・
直
海
・
思
迦
蛍
・
宿
女
・
松
木
の
三
十
ヶ
村
を
含

ん
で
時
た
。

ホ
リ
ム
ネ
モ

9
混
同
訳
語
備
申
入
道
と
解
し
た
。

初
め
織
田
信
長
の
臣
で
あ
っ
た
が
、
元
和
ご
年
来
り

て
前
回
利
常
に
仕
へ
た
。
子
宗
右
衛
門
は
之
よ
り
前

慨
に
利
常
に
仕
へ
て
ゐ
た
。

ホ
リ
モ
ザ
Z

モ
ン
掘
茂
左
衛
門
焚
勘
左
衛
門

は
も
と
嫡
忠
俊
の
臣
で
あ
っ
た
。
茂
左
衛
門
、
寛
永

十
四
年
前
田
利
常
に
仕
へ
て
ご
百
石
を
受
け
、
慶
安

ご
年
現
。
子
孫
穏
に
世
襲
す
る
。

ホ
日
ヤ
ソ
Z

モ
ン
掘
禰
=
一
右
衛
門
平
丞
照
麗

の
子
。
勝
三
百
石
、
御
馬
廻
組
に
斑
し
た
が
、
亭
保

十
四
年
十
ご
用
廿
七
日
=
一
閃
村
監
物
と
事
諭
し
て
遠

慮
を
命
ぜ
ら
れ
、
元
文
元
年
知
行
を
召
放
さ
れ
て
俸

十
人
扶
持
を
賜
う
た
。
時
に
年
去
十
四
。
包
し
枠
藤

馬
、
同
年
新
知
ご
百
石
を
受
け
て
家
系
を
綴
い
だ
。

ホ
リ
ュ
ウ
甫
立

J

Y

マ
バ
ヤ
Y
ホ
リ
ュ
ウ

島
林
甫
立
。

ポ
ロ
ユ
ウ
シ
ヤ
事
柳
舎
金
揮
に
於
け
る
蕉
風

俳
人
の
庵
説
。
初
め
綿
屋
希
図
之
を
稽
し
、
後
川
・

後
川
門
の
車
大
之
を
鎗
ぎ
、
四
代
は
明
ら
か
で
な
い

が
或
は
北
撃
か
と
も
い
ふ
。
次
い
で
車
大
門
の
字
牧
・

年
風
門
の
立
介
が
織
席
し
た
。

ポ
日
ユ
ウ
シ
ユ
ウ
馨
柳
集
二
珊
。
内
題
に
は

暮
柳
漉
句
集
と
あ
る
。
金
・
揮
の
俳
人
後
川
編
。
京
描

屋
治
兵
衛
板
。
後
川
が
そ
の
焚
幕
柳
舎
希
因
の
勾
を

集
め
た
も
の
で
、
門
人
傍
之
・
如
本
同
校
と
し
て
あ

る
。
序
は
明
和
三
原
丙
民
之
夏
六
用
水
竹
主
人
仲

戸
中
西
ぷ
附
賢
。

ホ
9
ユ
キ
タ
ダ
掘
行
忠
遜
癖
藤
九
郎
。
箪
皐

天
文
章
闘
説
の
著
者
。
そ
の
俸
を
静
か
に
せ
ぬ
。
加
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